
平成 28年 １月総務企画委員会 議事概要 

H2８.2.9作成 

 

日  時：平成 2８年１月 1９日（火） 18:00～19:20 

会  場：建築士会 会議室 

出 席 者：（担当副会長）長田 喜樹 

（委員長）芝 京子  （副委員長）山成 芳直 

（委 員）天神 正志、加藤 高明、沼田 有二、八重野 みどり 

（事務局）須藤専務理事 

 

 冒頭、専務理事から「実務経験要件」アンケート回答に対する連合会の対応状況について報告。全国

からの回答の集約は完了しておらず、取りまとめ後は、(国交省に申し入れるのではなく)まず、日事連

にぶつけていく予定との説明があったとのこと。 

 

＜確認事項＞ 

 １ 前回（12/15）議事録の確認【資料１】 

   メーリングリストで事前送付済みの原案が承認された。 

＜協議事項＞ 

 「１ 総務企画委員会 平成 27年度決算見込みについて【資料２】」及び「２ 総務企画委員会平成

28年度事業計画と予算について【資料３】」 

  ・専務理事より、平成 27年度総務企画委員会予算に対するH2.11.30までの執行状況と、年度末ま

での(~H28.3)決算見込の報告あり。 

・質疑応答の概要は次のとおり。 

（委員長） ・予算決算には表れていないが、委員会への委員出席状況がやや低調なのが気にな

るところ。各委員がご多忙であるのは承知しているが、やりくりをお願いしたい。 

・このままでは、予定していた賛助会小委員会主催の講習会実績がゼロとなるが。 

（副会長） ・３月中旬に税務・マイナンバー制度関係の講習会を企画しているので、ゼロには

ならないと思う。 

  ・専務理事より、平成 28 年度総務企画委員会事業計画案と予算請求書案の説明あり。特段の異議

なく了承。 

  ・委員より、所属の企業（賛助会員）が協力できそうな講習会・現場見学会のテーマリストの紹介

あり。防災、環境・省エネ、施工法の合理化、リニューアル等の分野で興味深いテーマ多し。特

に各委員が注目したテーマは、以下のとおり。 

    ・ミツバチプロジェクト、ヤギプロジェクト、伝統素材「うるし」の活用 

    ・現場見学会として「特殊解体工法」、「歴史的建造物修復」、「東京スリバチ地形散歩」 

  ・平成 28年度事業計画の中で検討していくこととした。 

 

 「３ 平成 28年度重点事業について 【資料４】」 

   ・副会長より、重点事業として「市民相談事業の立ち上げ」を位置付ける場合の方向性や課題に

関する資料を説明。参考事例として大阪府建築士会の相談事業実績データを併せて紹介。 



   ・質疑応答の概要は次のとおり。 

   （副委員長）・会長指示のねらいは？ たしかに相談窓口が一切存在しないのは、公益的な団体

としては不自然。ただ、問題はどこまで突っ込んでいくのかということ。とりあ

えず窓口を設けるところからスタートするのも一法。 

   （委員長） ・神事協では 10数年の相談事業実績があるが、トラブルも存在する。 

         ・相談員の研修を行い相談対応のスキルアップを図ったり、相談員名簿を提示して

相談者の選択機会を保証したりと、工夫している。 

         ・電話相談だけでは解決に至らない事例が多いと感じている。 

         ・私自身、建築紛争訴訟３件に関与したが、ささいな行き違いが深刻なトラブルに

発展するなど、ナイーブなテーマであることに間違いない。 

   （専務理事）・弁護士会とのコラボもきっかけとなり得る。横浜弁護士会とは「士業連絡協議会」

活動等を通じて連携を強めているが、全国的な流れでもある。 

         ・弁護士会では、建築紛争対応のニーズは根強いと認識しているようだ。紛争処理

と相談では事業の性格が異なるが、弁護士会の建築士会に対する期待は大きい。 

   （副委員長）・何を、どこまでやるかは、当委員会で議論しても絞りきれないと思う。正副・常

任理事会で、よく議論してもらってはどうか。 

＜報告事項＞ 

 １ 平成 28年 建築士会単独の賀詞交歓会の結果 について【資料５】 

専務理事より、合計 158名の参加を得て盛大に開催された旨の報告あり。 

（副委員長）・大勢の会員が参加されたため、会場がやや手狭との不満も出たと感じているが、

他に適当な会場があるとは思えない。ホワイエスペースの活用など工夫しながら、

今回の会場で続けていくのはやむを得ないのでは。 

（委員長） ・来年の賀詞交歓会についても、本委員会で議論していくことになるので、今回の

結果も踏まえて、よりよいものにしていきたい。 

２ 平成 27年 一級・二級・木造建築士試験合格者について【資料６】 

  専務理事より、最終合格者数及び近年の受験者数推移データを説明。 

   （副委員長）・データを見ると、減少傾向は底を打ったものと期待したいが、学校における建築

系学科志望が復活しているといえないか。 

      （委員）  ・教員にも人手不足感で出てきており、何年か前とは様変わりして、建築志望が増

えてきていると思う。 

 

＜その他＞ 

  １ 次回の委員会について 

    平成 28年 2月 16日(火)18:00～。 

 以上 

 


